
自
家
製
白
地
図
プ
リ
ン
ト
で
社
会
科
の
扉
を
開
く

磯
子
高
校

　

手

　

塚

　

優

紀

子

一　
事
の
始
ま
り

世
界
各
地
の
自
地
図
プ
リ
ン
ト
を
本
格
的
に
作
り
始
め
た
の
は

一
九
九
五
年

か
ら
で
あ
る
。
旧
課
程
で
は
地
理
の
必
修
が
な
く
、
一
年
現
社
、
二
年
世
界
史
、

三
年
日
本
史

。
政
経
が
必
修
で
あ

っ
た
。
だ
が
世
界
地
図
に
慣
れ
親
し
ん
で
い

な
け
れ
ば
い
ず
れ
の
科
日
で
も
内
容
を
十
分
に
理
解
す
る
こ
と
は
困
難
だ
。
さ

ら
に
中
学
校
の
地
理
で
は
課
題
別
の
単
元
構
成
に
な

っ
て
い
る
か
ら
、
地
名
や

国
名
を
直
接
扱
う
単
元
は
な
い
。
「地
名

。
国
名
は
地
図
帳
を
開
け
ば
わ
か
る
」

と
は
言
え
、
「索
引
を
使

っ
て
探
せ
」
と
言
わ
れ
て
実
行
で
き
る
の
は
い
わ
ゆ

る

「ト
ッ
プ
高
」
の
生
徒
ぐ
ら
い
で
は
な
い
か
。
大
半
の
生
徒
に
対
し
て
は
授

業
中
に
意
識
し
て
地
図
帳
を
開
く
機
会
を
作
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思

っ

た
。新

課
程
で
は

一
年
で
地
理
Ａ
と
現
社
を
必
修
に
し
、
同

一
教
員
同

一
ク
ラ
ス

で
両
科
目
を
担
当
し
た
。
だ
が
地
理
Ａ
は
問
題
解
決
型
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

世
界
史
で
は
重
要
な
ブ
ラ
ッ
ク

・
ア
フ
リ
カ
と
中
南
米
が
地
域
学
習
の
単
元
に

な

っ
て
い
な
い
。
や
は
り
自
家
製
白
地
図
が
必
要
だ

っ
た
。

ニ
　
プ
リ
ン
ト
の
作
り
方

既
成
の
白
地
図
を
そ
の
ま
ま
使
え
る
か
？

・
残
念
な
が
ら
い
わ
ゆ
る

「
中
堅

校
」
で
は
無
理
だ
。
既
成
の
も
の
は
地
形
の
情
報
が
多
す
ぎ
る
。
た
と
え
ば
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
河
川
の
場
合
、
現
社

・
世
界
史
で
は

「
ラ
イ
ン

・
ド
ナ
ウ

。
エ
ル

ベ

。
ロ
シ
ア
の
ド
ン

・
ド
ニ
エ
プ
ル

・
ヴ
オ
ル
ガ
」
で
ほ
ぼ
足
り
る
。
だ
が
地

理
の
自
地
図
に
は
そ
の
他
の
多
く
の
河
川
が
記
さ
れ
、
支
流
ま
で
事
細
か
く
描

か
れ
て
い
る
。　
一
方
遺
跡
や
近
代
以
前
に
繁
栄
し
た
都
市
の
記
載
は
乏
し
い
。

し
た
が
っ
て
地
理
の
自
地
図
を
ト
レ
ー
ス
し
て
必
要
な
情
報
を
取
捨
選
択
す
る

こ
と
に
し
た
。

単
に
地
図
を
書
き
写
す
だ
け
で
な
く
、
そ
の
地
図
の
歴
史
や
現
状
に
少
し
で

も
関
心
を
持

っ
て
ほ
し
い
。
そ
こ
で
単
元
の
内
容
に
沿

っ
た
形
で
、
か
つ
時
事

問
題
も
織
り
込
ん
だ
説
明
文
を
工
夫
し
た
。
時
事
問
題
を
入
れ
る
と
毎
年
修
正

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
現
社
で
は
時
事
問
題
は
欠
か
せ
な
い
。

三
　
使

っ
て
み
た
ら
…

例
①
は
現
社

・
地
理
の

一
時
間
目
に
入
門
と
し
て
使

っ
た
。
易
し
す
ぎ
る
か

と
思

っ
た
ら
と
ん
で
も
な
か

っ
た
。
今
年
度
あ
る
ク
ラ
ス
で
は
、
「
大
西
洋
」

と

「太
平
洋
」
を
間
違
え
た
の
が
八
名
、
「太
平
洋
」
を

「大
平
洋
」
と
書
い

た
の
が
二
五
名
い
た
。
ま
た
ど
の
ク
ラ
ス
で
も
過
半
数
の
生
徒
が

「
ユ
ー
ラ
シ

ア
」
と
い
う
名
称
を
知
ら
な
か
っ
た
。
生
徒
の
地
理
的
知
識
は
予
想
以
上
に
低

下
し
て
い
る
。

例
②
は

一
九
九
六
年
の
現
社
、
③
は
今
年
度
の
地
理
で
使

っ
た
プ
リ
ン
ト
で

あ
る
。
②
の
形
式
に
す
る
と
多
く
の
内
容
を
載
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し

今
年
度
は
生
徒
の
実
情
を
考
え
、
地
図
の
中
に
記
入
欄
を
作
る
形
式
に
し
た
。

生
徒
に
と

つ
て
は
国
や
都
市
の
位
置
を
覚
え
や
す
い
だ
ろ
う
が
、
作
る
側
と
し

て
は
記
載
事
項
が
減
る
の
で
ど
の
よ
う
に
精
選
し
た
ら
い
い
の
か
悩
ん
だ
。

例
④
は
今
年
度
現
社
の

「環
境
問
題
」
で
使
用
し
た
。
現
社
で
は
現
在
の
課

題
を
扱
う
の
で

「
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
」
の
表
示
が
多
く
な
り
、
第
三
世
界
に

対
す
る
偏
見
を
助
長
し
か
ね
な
い
と
指
摘
さ
れ
た
。
例
⑤
は
食
糧
問
題
を
表
示

し
た
も
の
で
セ
ネ
ガ
ル

・
タ
ン
ザ
ニ
ア

・
南
ア
フ
リ
カ
な
ど
相
対
的
に
安
定
し

た
国
を
と
り
あ
げ
て

「
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
」
を
薄
め
る
工
夫
し
た
こ
と
が
あ
つ

た
。
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四
　
や

っ
て
み
て
思
う
こ
と

生
徒
は
白
地
図
の
作
業
を
し
て
も
テ
ス
ト
が
終
わ
る
と
き
れ
い
さ
っ
ぱ
り
忘

れ
て
し
ま
う
。　
一
度
や
っ
た
だ
け
で
は
地
図
の
知
識
は
決
し
て
定
着
し
な
い
。

た
と
え
ば
二
学
期
に
お
こ
な
っ
た
例
⑤
の
作
業
の
場
合
、
こ
れ
が

一
学
期
に
や
つ

た
プ
リ
ン
ト
の
焼
き
直
し
だ
と
気
づ
い
た
生
徒
は
各
ク
ラ
ス

一
，
二
名
く
ら
い

で
あ

つ
た
。
だ
か
ら
同

一
地
域
を
扱
う
単
元
が
出
て
き
た
ら
、
地
図
の
か
た
ち

は
同
じ
で
も
説
明
文
を
単
元
に
合
わ
せ
て
変
更
し
、
繰
り
返
し
作
業
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
だ
。
そ
う
す
る
う
ち
に
説
明
文
の
何
か
に
ひ
っ
か
か
り
国
名
や
地
名

を
頭
に
焼
き
付
け
て
く
れ
れ
ば
よ
い
と
思
っ
て
い
る
。

限
界
を
感
じ
る
の
は
説
明
文
に
載
せ
る
情
報
の
精
選
だ
。
ど
う
し
て
も
得
手

不
得
手
の
分
野
が
あ
る
し
、
関
心
の
有
無

・
視
点
の
ゆ
が
み
が
入
る
。
ま
た
勤

務
校
の
生
徒
の
実
態
に
あ
わ
せ
て
作

っ
て
い
る
か
ら
、
ど
の
学
校
に
も
応
用
で

き
る
と
は
限
ら
な
い
。
い
ろ
い
ろ
な
学
校
の
多
く
の
先
生
と
情
報
を
共
有
し
ヴ
ァ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
作
れ
た
ら
い
い
な
あ
と
思
う
こ
と
が
あ
る
。

今
ま
で
入
門
用
の
プ
リ
ン
ト
で
は
、
海
洋
を
ほ
と
ん
ど
扱
わ
な
か

っ
た
。
し

か
し
新
課
程
世
界
史
で
は
海
洋
を
舞
台
に
し
た
交
流
史
が
大
き
な
主
題
と
な

っ

て
い
る
。
生
徒
は
大
半
が

「大
洋

・
内
海

。
湾
」
の
相
互
関
係
が
ほ
と
ん
ど
わ

か
っ
て
い
な
い
。
海
洋
を
中
心
と
し
た
白
地
図
を
作
る
必
要
が
あ
る
。
既
成
の

地
理
の
自
地
図
は
陸
地
を
中
心
と
し
て
作

つ
て
い
て
海
洋
が

一
体
化
し
た
も
の

が
少
な
い
。
ト
レ
ー
ス
す
る
元
の
地
図
を
探
し
あ
ぐ
ね
て
い
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
社
会
科
で
は
大
ま
か
な
世
界
地
図
が
頭
に
入
っ
て
い
な
い

と
内
容
の
把
握
は
困
難
で
あ
る
。
日
本
史
で
も
少
な
く
と
も
東
ア
ジ
ア
と
東
南

ア
ジ
ア
と
の
位
置
関
係
は
お
さ
え
な
い
と
理
解
で
き
な
い
は
ず
。
ど
の
科
日
で

も
地
図
帳
を
開
き
地
図
を
読
み
こ
な
す
機
会
を
作
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
こ
の
報
告
は
そ
う
し
た
試
み
の

一
つ
で
あ
る
。

匝K】
*&-,.D>l- )!a- / 組  者

`大
菫 3大孝.著 ιえ示

…
邑,

下
"●

図■'以 下0作業なやろう

たホニに なo磨 ol導:謬Dtホでなやう)
2.(2,～ イ9'こ大饉9ら ■をt,   `

3(′ 0,～ (12)'こ 大,準つ島tヨF=ゝ

4・ ホ菫●嘔婆 1コ ζ′3)～ て力)の 口名tおミゝ 以｀各国9'ロンコL.

(D.局 ,由・マンカ・レ‐F"=払 さ壼歯.ツう花同難響野で自理つ豊び0電 .

(ゅ ,"7年から内

…

1マ ′ぼ
'

(′,Iぬ同と,7アモンド コ′ヽ“
'L卜

t産饉.′″ lど も.螢 0ヽな全を産1勲,■もく・

っマ峰 飼0干渉 や目対肇嵩許゛蟷中い,た1争 0▼相 次■■■野怪|ヽ

海隆ボ 1態で
'〈

ゆ椰 きイ臥て
''3つ

で
'義

むけ い ,

(′aシ リ増現 光で な黒 |ミ ε‐ られ マl!き ,

“

7)′

"“
ば｀ 1吾 ¨ ご 薇 |=支府離 む:郷柱lR′ き

'・

アフ

"ゆ
角 とよけ れ

る、っマB― 興κヮ1豪ちtヽスる1い0僣蜀 ・ヽぅヽ でヽ 0ヽ……、.

c)●咬鵜手以 来 こ倒コ 14沖合 女れ ス1'た 東 ラィt―¨ ミ II製晏によって

こ立す二 と,=去まり.2わ′午喩
=ι

ました。イの こでも自,台ζ現2:入

ゃ
`車

m多ゃ狙療史υaKち・って′,ぎす。

(ハ)高ハセ格o食口:』費ミlミ

'ス

薬つ通 業■でもるコカを中 ,■力｀

らい

…

1さぴ
=り

■屁虫着 lき局,■ 1き,
ぼぇ佳ウし扶●サヽッカー1王国.コーし―.姜泡守ヒ・などlt,基 1毒場も聖Lひ.フ マン'

シハ|,た渡 ゅ夕辱3ネ lさ「織 っ月お。.(りι合,1・ ′
=ょ

荻 t地|=永
｀
|ミ 酸 馬ま

乞:提
1供

:し
=国晨イЦ表毎載要誕じ収する)とよい tilき ,、

0。

ｍ

　

ｍ

　

ｍ

国
　
匈

フDノ

翻
°

|

２
■
η

´

―
ィ
掛

羊  ′

“

|

-41-



8■■を 由`2“共ま合υマくれる ⊇ヽ ツシンヽヨ 々を 増亀えよぅ.

の～0● a口 :名 マ′,～
`る

,a■●:ら ″
=さ

りきす.

・ O      虐
`′

)    のヽまう%と いう■弓
`も 'さ

ミと
`ミ

・0● も

も・ =0日
は

…

むを
"嗅

|マ':′

"0商
輝 と,7●っゃ ,`L夕 む 虫 業っで

'る

調3商
‐た=着■椰〈⊃    は年層

'3と
んと'肩 0ま「■ らな 1,.

Ω _______日 ′%辱 ′ヨ 慶 詢 餞 た 0発 生 を つノロ 鷲 ス を

重送●レた1゛ケ今、aまで現唇セl」 な屋lR鉢1絡)弯卜:び曖た1'マ l!&′9,3年 から

議 □q2_______・
④ _・ Q______む よび Q___

____罐 コ●~歯曜ゴ

“

を占o環 ι々 :,る0｀ 府ス3■むヽようやく′ヾ は ,,
ス.もょひ■警Ёr員 クロ とぃ基 レちιが 安全きっ

―
た。、 マバ 95員 E′ ″調り平

客建羹:しだ普相 が |1譴対 1承 に引覇ミコれ 勧i轟≧び
―
不キ 1で'も も。なむ 首i螂

重と_______Fユケツ:塾:中リストさエ イスラム番虻■彙:ヽ喜2■●

でも乙

④    ra t● :贈電おでは珍 しくE改|,台 と豪き を塗緻奮咬
`,

&… …1中 10ヨーロ、ッハ。′=… 1・ 2(D_と (9,_を っ

1まく・ (′3つ

`′

ゆ_______コ
',1峡

けυざしぽロ

膚熙輝か聾合になった .

②_____r′ 9%年磋 国0______■
“

晏旺鮎 翌年′月

7メリカ合来口t申 ,じとする
"口

曇Vや。工支':軽it曇 1,た .さ者Fo″)

______に ミ1好 ′口が`電もミきれる1時ミ0、・テ●ど.′ミ尊した0
れたoた古Ξウむしマ′:る人も

`,る
だろう.1カ月0厳む|′

‐
ごミつEヨl。醸

酔 が1フソ )大鉄ヽ姿ヨlざ夫序いし'な 0｀った.このロセ ホゞれる(よ)

______……
・

“

)_両
"T′

一

月t斉マた.

′ま⊆2_'電 子ミ)合った′,わめる

邊岸鰤 歯導Qてもり◎ ____________と 並んで欧 米

諸国と襲 壼な碑蕉 t等
'雀 ____′ コイスう4都潮ボ とっマー生

′ミ~凄はЁされた
'′
とた象ぅ暑『

‐
地でもも,(′2____raつつリカ大攻p轟

サセ
=里

‐フ°り >ハ ′N。_な ふ島

西つンフつき善壁 ″書きなし主o_
漁寅軍⊃つハ～片′こけDttt O～ (0′こBttF市名1■ 1～ 4に

'3,P
名2」態,ごもぅ_

ヽとよ
'ざ

れも
'■

2蟷097,、も,そ議t`,マ
`,こp____け蝉だ、籠 伸ヽ .ヮζぉ凛t理.着8Ⅲ tと,

′′~υ
'_日 の_____と と

'tt^|…力 tヨ 爛津,け
"融

助彙 もぅ。ウサ蚊Z遇,ヽ

O_`ρ
`凛年以黎理 Ⅲ,お |"3:ミききわイマ

`,

`夕
く9陸屁'∝摯日α2_______月 芭れマ妻● ミ0国 0お

壼 。と` 著tt=L'も つけでは

''0で
餃 *餞QQ"`Oぶ ヽ

く星晨●●0本 マ,コミ0奎菫′
=粂

も
=と

つひυ

“

_

0______“昴南アン
‐
内,大

`コ

■ 1鮨o聟 にきヽ 々
'ヽ
マ
"L●

3(″ )

_● ●′tに譲々 ●3●■●市,■月t,ヽ々ゞ た.

キリス融 と′う三中き朝 日1"た'る｀′留ワ辱から ノ1・レ毎 ,
緩 で毅 じ′,“か早荀 続ヾ ′,マ 1'る .

/3層 迪 :を選:藤ミ世界′位の産 油

屋 _メ7シろつら0らい ″ス瑠 さ

…

｀ Q____β
イスラ

`UЧ
應む●生建L′スキ●堅

`|ネ

Lt ιようとつ■・tバイスラ4
9■●●

～
.

o_I…

…

______a
r子を ~芝場

'●
ヨ.。・。綺

“

L`_________″|と '_
_″ ′つ,",」とメ′ヽ議り

=,′=ε
αχ,E■|●&● =ヽ

"=嗜
青|ス マiた ■|ふだ平壺ヨ‐ .あら 彎詢,01t■餞 わ 0,獲

ユ■た ば型 ′ミ__‐―
.

っ着着30 意 r議蒙どた・
=る

著い」と

よ,まれる美 ι′朧 市。二 ____む 0チョウ「りわ

“

ら`姜今

は 十瞳7●ヽ 南■Pで 1コ ミ費つし凛 油 む:産亀する.用辺

―
ミi峯甲さ卜

'頃
コ・豪も` アラフ・また●ヤミ9口つお,議や

,糸ぼイント ョーロッノロ:買っス、々驚彗。

|ご 申屋)‐ ィ>ド と■む中凛夢,金:ふ議

口を辞吉なつけ

…

1ヽも つ[藝地 'と |り71繁栄 し 七耀おり

Q______β 諾 晨ミ姜つ蓑鍮,■島た'素.たが辱

アメリυ心理コ
‐rむごつ7ミ 9・ ′プテロ噴

“

と名
=ン

し,ン■.フヌ

リカ寧b慮女じ′,政奄 :,盪けた。

量⊇質要型菱螢塾堕里ユ
年層 亀邑しマ′________′ =む

むわれるのマ 島」巳マ`'2_

_____した反シ暴む1薬売く,戒わロヨ」セ建蛯,こ求洒豪を1専 |⊃ ユ__

ハ_は 東西交,たい雲ナむ7・ 4aЮ年′
=わ

たっマ名ンく

…化び交:を「した。コーロッノヽ。とアシアだきたがる者
"市

〇

?re +, XF&:a ?7a&o SEE6\'lt b,:)-?/ r ts. ______挙 が 衣之

つ首曽3Ω________け ユタ午き
'イ

スう4麹.ラ
)で尊ぐことで農業かマ

ー
にな盈

-42-

ぐ7)

″
ζ

④

⑤

①

０

●
@

0

○

電′

ヽ

‐

に2____

_r~r

9-―

(」どフフリカでけつリカ
.

匝K】

圧
==コ

E=コ



の

0

ゝ`
L♪

“
〓

の

○

〇

例④
観 本 社 会 ぐ∂単 1屹)つ

。リントパ。_ε

が
'夢

Iイとつ壌 豊L

Et,. :e^!&D+le?
ED. 1U19 cFe i,: /a E HE:\qE{};Ht ;i9. :eEbiE g&,3 ?

li●  a,,,■ o● b′ヨ,   _

層● い d,ゆ 若 ■|‐ ■,

b_ 生 ____ 生 _________
層,0～0"口名tiご)oっ ある口 ,■ つ

`'ス
はヽ書〕るも■こう

O_      (■も

'E_,,10よ
0疇

'露
991,る るヽo,羮

■ま
"め

ヽネOo題 じ■00平露 日
''本

雪 んでくれる,建えた

つ むか,■ せ緞や゛鵬●09螢さヽ攀
'ミ

な,■ 1島.■オ 神ヽ

ぃ□つヨい
=馬

イい●,■ に

…

■3‐ 1ヾ Dt,●マ,,ζ

O____■ 西ン ●秘 ■,銀
'=も

たヽ 工与 5カ ,なお ,
のt■マ ■

'■
●ヽ●‐マ,,tiす′●メ

":=オ =ピ
1,3ひ Iゝ● コ 1,

さ
`,澤

シーに'"●aキlv,自■●や｀゙
=■ ',ヽ

〇 (箔 者Fは )→ ′。フοうFイで●`ら

」2壺電フ・ ツンス ´め ./2

=墓:墜:聖:曇:璽:塑l望:塾」望:量≧.茎

`聖

〉主:ュ _

下つ懃理●こ〕ミ国亀
=書

:き ,む攻 マ'｀警ュ里をしょぅ.

“

晏腱圭6●な ¬FぼつとOn舎奎0ヾ串読壼
'マ

1′ ち、力` つマ ,コ ■9`o%た

ぉ む贅 ′,た屎、アス10さ0尋代 !=け bず ひ フ、お %に 導

"展

｀
しヽ .

④ →重康 ,′ 愴左t“ たol●草■7る ぬヽ 渉署ぎとしュ.

⑤

地 争|い 、ヽ内目」J=奏 パした。彗■'任 ゆ夫■女,特 む た I,状｀
資ぶた・.

→力`つt'3rアフリカのスイス」とよ|ど鰈 たヽJtおも

ゎれた 嘔 曰 た ぅ`た .′qD軍 0｀ ら 95年 までつ

“

よ嘩竃ヨit人 に 0ヽ
｀4`書

之 =す
と

'′

う大 髄宛砦tと |ナ たたも `9急 斜 面 さマ秋 田て した .R

9甲詳|=里0ヾ たたっマ 凶イ′たと■
'り

 9イ 年
'tlaつ

l11ミ ■反ア,ひ‐

“

ミユ1ミ 島9

′t少悉蛭 議 長を膚 捺長するとljう 内 員雲|り やむ き

`0～
ごつヽ人 ヽ人 0々｀

架受,れた こ11われ る.

2____→ 西
"リ

カ最大つた,由 国た0ヽ ミ其月につた。■

軍咬蟄義実1=も 1■・ 1ミ嘔L'9皇自る` デ彎譴
'し

1)‐ 黄喜Bで
'さ

=森え 0`マ tカ リ
`塁

|,

すれたたの 上が大ミ |ミ続 むじRI,31言う) 「ヽロマ`Iiさ ラ5,由 ■来
'鳳

にともなうИくつ
'も '次

か探 亥|り た1

,_→ 」とけサノヽラお
`"算

10為
=枯 `ご

もヽ も.|ス)年イヾ

′=束
全:"萎貢ヽ島力}′告ひ曖ョ因

…
む 粛下 し始 崎 l曝 燿 :

6● な平ぼつ′ご苦しげ7.′ ′る.

フ    →ρ」

`菫

アフリカ苦吾―
ヨーロ ,ノ 電ヽ綺螢 1曳→ロ

''れ
るな 0、 奪 躊冬崚 きたイタリ

'返
句日ヽミレマ

`虫
立 を 与 りきむ

した_室語と 歩 つ急 激更による量コШ
'路

れ ′ミ
‐
苦 した7.1,も、

'・'フ
リカつ島」とよに

'・

'れ
も_′990tttOヽら,暮ミ_

Ltt hW.6\3.fr1 )-tt )Z'

4 → 東フ
"で

もっとも |´ |:髪思げτ′′3鷹〕.案F=

業が奏展 レコカ
=つ fコ う々つ事命と もし々 ′′る。_摯議 で,コーこ―

_ヵ
"_ナ

ッッ・、魂詫 つおどむか,も んヽ.′ ゎしマ豊。潜 国 と|●′
'た

が′
'か

｀
平和7"き じ′I生右 が保議 れマい乙

生 ______→ 口名 け′石怪い 。嵩.げ長.′ケЦ鯉′=栄た■

電ノモタンヽ。工国 つ:初鴨畿が ミ賤事憂当真 た・.メヨウ」と坤 ぼ赫 .1島

部 ′ご阜2刈Lξシ1蜃た・む 全 1体3●Itも たヽ・や。ヽお昴1蜃マl業業び

,あ晟
`拡

嗜″1奏漁 にもヽぐされマ1`乱

生_______'世 家最大ヮ全とダ什 モ >ド2塵む口 .″′

畢まで有
―

-0)・獲 剰 をな っ■ 7ヽ。′ιルツ トび潟鵬隔餞

政 :策 )力 む゙ごな助 マ′,た.%年虫生複)9全曇 1参0口ゆ1翌 :挙

を実蓉し。黙 0"ιツシ・マンデワ氏力、大また0百とな り属滋慰,市場

司5'誘えてr虹つ曰」を目勢 こ。● !`'た .暮牧 業

“

舷工業

,lす汗も現層L地■載9甚羹雲コとな ¬ゞ |も .

7_→ ′
"夕

啓盛立1直接ひ

―

Lんで′,た0

200フ」守ようやくこぎ記 乃 )由 )養ラ凍 タイヤt)ド ′こちぐ
.まれ :平

和むB′雪υたコ見在 .癖義かり薇音り,t古きも′き'`豊かな国 と層

る可台E:|』ヒti専~).

d

匝区】

σ

ら

7

-43-

“̂ノ 1

r/
tJ′


